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第8号
生浜地区地域運営委員会

生浜地区町内自治会連絡協議会

長嶋洋二 丸嶋義雄

表 1 令和 3年度 生浜地区地域運営委員会役員

発 1 行 :

発行責任者 :

生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会

会
長
　
長
嶋
　
洋
二

例
年
は
生
浜
公
民
館
に

一
同
が
会
し
議

事
（報
告

。
議
案
）
説
明
後
挙
手
で
議
決
し

て
い
た
が
、
今
年
も
昨
年
に
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
「書
面

表
決
方
式
」
に
よ
る
総
会
と
な
っ
た
。

４
月
１９
日
に
総
会
資
料
を
配
布
し
、

５
月

１０
日
ま
で
に
回
答
（表
決
）
を
求
め

た
。　

５８
団
体
中
回
答
有
り
５０
、
無
回
答

８
、
回
答
率

８６
％
で
、
全
項
目
が
賛
成
で

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
議
事
録
は
５
月
２４
日

に
全
団
体
に
配
布

・
報
告
も
完
了
し
た
。

昨
年
度
の
市
か
ら
の
交
付
金
は
、
体
育

祭
を
初
め
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な

り
余
剰
金
（戻
入
金
）
が
発
生
し
た
が
、
現

時
点
で
は
戻
入
処
理
も
完
了
し
た
。
今
年

度
の
交
付
金
も
昨
年
度
と
同
額
が
支
給
さ

れ
関
係
団
体
に
交
賦
済
み
で
あ
る
。

体
育
祭
は

「高
齢
者

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
完
了
時
期
」
「五
輪
に
よ
る
人
流
増
大
」

等
を
考
慮
し
中
止
が
決
定
す
る
な
ど
、
今

年
度
の
当
委
員
会
の
活
動
も
混
沌
と
し
た

社
会
情
勢
の
中
で
始
ま
っ
た
が
、
「ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
地
域
運
営
委
員
会
の

活
動
を
如
何
に
す
べ
き
か
」
な
ど
の
総
会

の
意
見
も
多
く
あ
り
、
今
後
理
事
会
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
つ
た
。

総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事
は
５
月

１３

日
の
理
事
会
で
左
表
の
と
お
り
役
職
が
決

ま
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（表
１
参
照
）

役  職 氏  名 所属団体における役職

会 長 長嶋 洋二 生浜地区地域運営委員会会長

千葉市社会福祉協議会生浜地区部会長

副会長 丸嶋 義雄 生実町町内会長

生浜地区町内自治会連絡協議会会長

生浜小 。生浜東小学校区スポーツ振興会会長

副会長 長嶋 健一 村田町町内会長           ∽唯 )

青少年部会長 富永 逸郎 はまの台自治会会長

生浜中学校区青少年育成会会長

高齢者・要支援者部会長 佐藤 進一 千葉市第 113地 区民生委員 。児童委員協議会会長

防災部会長 秋葉 武 浜野町内会長

スポーツ部会長 鹿野 平吉 生浜西小学校区スポーツ振興会会長

事務局長 大堀 嘉昭 塩田町内会長

防災部会副部会長 前田 治雄 浜野東自治会長

青少年部会副部会長 岡田 幸治 生浜中学校 PTA会長        ∽唯 )

監査役 白井 孝 plPO法人ちば・生浜歴史調査会理事長

監査役 石川 浩行 生浜公民館館長           の燿 )
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役  職 氏  名 町内自治会

会 長 丸嶋 義雄 生実町町内会長     (会 長就任)

副会長 秋葉 武 浜野町内会長

副会長 知野 忠紀 角栄自治会長

会計監査 石橋 三良 南生実町内会長

会計監査 前田 治雄 浜野東 自治会長

大堀 嘉昭 塩田町内会長

富永 逸郎 はまの台自治会長

並木 雅之 ヘルシータウンおゆみ野自治会長

栗林 義夫 小田急浜野団地自治会長   (新任)

長嶋 健一 村田町町内会長       (新 任)

吉永 圭一 村田南東映団地町内自治会長 ∽種 )

生
浜
地
区
町
内
自
治
会
連
絡
協
議
会

会
長
　
丸
嶋
　
義
雄

○
総
会
の
開
催

４
月
１８
日

（日
）
生
浜
公
民
館
に
お

い
て
、
２
０
２
１
年
度
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
総
会
で
は
、
２
０
２
０

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
２
０
２
１
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
及
び
会
則
改
正
並
び
に
役
員
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
中
山
会
長
の

後
任
に
丸
嶋
会
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

（新
役
員
　
表
２
参
照
）

○
会
合
の
開
催

６
月
５
日

（金
）
今
年

度
の
要
望
事
項
の
提
出

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
　
ま
た
、
７
月
１８
日

（土
）
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
の
要
望
書
を

議
論
し
、
提
出
ま
し
た
。

千
葉
市
か
ら
の
回
答
に

つ
い
て
は
表
３
を
参
照

し
て
下
さ
い
。

工
事
が
完
了
し
た
要

望
事
項

。
要
望
中
も
含
め

記
載
し
ま
し
た
。

表 2 令和 3年度 生浜地区町内自治会連絡協議会役員

表 3 千葉市への要望事項と回答

1 市計画道路の早期着工・完成に

ついて

(仁戸名町～古市場町線)

整備中路線の進捗状況を見極めながら、優先度を考慮して検討

する。【道路計画課】

2 村田町線 19号線上の生浜踏切

の拡幅

及び前後道路の整備について

旧道との交差点工事を優先し、幅員の狭い箇所から順次整備す

る。生浜踏切の整備は前記が完了後、ヌ東日本と協議していく。

【道路計画課】     写真 1,2参照  参考写真

3 ①コロナ対応強化のため避難

所備品追加について

②分散避難について

①段ボールベッド等の購入を予定しているが、備蓄スペースの

関係で備蓄倉庫での一括管理をする。 ②ホテルを避難所とし

て活用できるか協議中。決まれば別途連絡します。

【防災対策課】

塩田町西雷踏切の歩道設置に

ついて

平成 19年から要望してきた歩道が完成し、利便性が格段に向上

した。 写真 3,4参照

浜野排水機場付近に停泊中の

小型船排除について

20隻程度の小型船が停船中です。災害時に水F号使用が生じた場

合、流船により支障をきたす恐れがある。 写真 5参照

【千葉港湾事務所などからの回答無し】
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神明神社が移転して更

地になり、拡張工事が開

始 (同一箇所の写真)

左 写真 1 移転前

右 写真 2 工事開始

生浜踏切の工事は未着手

安全性・禾」便性が大幅に向上

行き止 りであった歩道を

歩行者・自転車が往来で

きる

左 写真 3 工事前

右 写真4 工事完了後

(上 写真参考)移転後の神明神社 (立派になりました)

浜剛 ||には 20数隻が停船中

上 写真 5 停泊の小型船

千
葉
市
あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
浜
野

保
健
師
　
　
　
田
原
　
佳
奈

千
葉
市
の
高
齢
者
の
１
回
目
接
種
率

は
６
月

１８
日
時
点
で
４８
％

に
上
り
、

７
月
中
旬
か
ら
高
齢
者
以
外
に
対
象
が

広
が
り
ま
す
。

接
種
券
を
６０
～
６４
歳
は
６
月
２４
日
、

５０
～
”
歳
は
７
月
５
日
、

１２
～
４９
歳

は
７
月

９
日
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
千
葉

市
の
集
団
接
種
会
場
で
は
左
記
の
表
の
と

お
り
順
次
予
約
開
始
と
な
り
ま
す
が
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
個
別
接
種
会
場
や
、

県

。
国
の
集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
も
可

能
で
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

千薫市
=ロ

ナワクチン機種コーJbtンター

電話器争艤跛魃艤晰琲躙膠鶉艤了膠
受付時爾 8臨め ～10●●拗  %t日・握日を塗● 作未年始は綸く,

7月 15日
人や高齢者施設などの従事者
'50～軸 の基礎疾患がある

。その他鋭 2～
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【
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
た
後
の
生
活
は
…
？
】

海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
接
種
が
進
ん

だ
国
で
規
制
を
緩
和
す
る
動
き
が
出
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
感
染
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
を
予
防
で

き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
果
が

ど
の
く
ら
い
継
続
す
る
の
か
、
他
人
へ
の

感
染
を
ど
の
程
度
予
防
で
き
る
か
は
ま
だ

分
か
つ
て
い
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
徐
々
に
拡
大
し
て
い

る
段
階
な
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

方
も
接
種
し
て
い
な
い
方
も
、
引
き
続
き

「
３

つ
の
密

（密
集

・
密
接

・
密
閉
ご

の
回
避
、　
マ
ス
ク
の
着
用
、
石
け
ん
に
よ

る
手
洗
い
や
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
消
毒
を
行
い
、
感
染
予
防
対
策
を
継

続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
２
０
２
０
大
会
が

７
月
２３
日
に
開
会
す
る
。
全
国
民
が
期
待

し
て
い
た
昭
和

３９
年
の
前
回
大
会
の
よ

う
に
喜
ん
で
良
い
か
、　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

を
考
え
る
と
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
だ
。

全
世
界
の
感
染
者
数
１
億
８
０
０
０
万
人
、

死
亡
者
数
３
９
０
万
人
【
６
月
２５
日
現
在

の
概
数
】
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
が
全

世
界
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

特
に
感
染
拡
大
速
度
は
飛
行
機
の
発
達

・

旅
行
者
の
増
加
、
経
済
圏
の
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
人
の
往
来

・
移
動
が
増
え
て
、
高

速
か
つ
短
時
間
に
世
界
中
に
拡
大
し
た
。

今
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ツ
ク
開
催
に
当
た
つ
て
は
、
感
染
症

の
専
門
家
が
科
学
に
基
づ
い
た
感
染
拡
大

の
恐
れ
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
人
々
の
流
れ
が
増
え
て

新
規
感
染
者
が
増
え
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

本
当
に
安
全

・
安
心
な
大
会
な
の

か
心
配
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
東
京
五
輪
が
始
ま
る
。

開
催
の
賛
否
意
見
が
渦
巻
く
中
で
の
開

催
で
、
物
事
に
は
表
裏
が
あ
り
、
立
ち

位
置
に
よ
っ
て
主
張
は
大
き
く
異
な
る
。

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催
効
果
を
重
視
す
る

か
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
を
重
視
す
る
か
、

こ
の
開
催
と
の
判
断
結
果
は
五
輪
終
了

後
の
９
月
、

１０
月
頃
に
判
明
す
る
だ
ろ

いつノ。当
委
員
会
で
も
種
々
の
イ
ベ
ン
ト
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
向
か
う
べ
き
目

標
を
見
失
い
つ
つ
あ
る
。
会
員
か
ら
は
、

今
後
の
活
動
方
針
は
過
去
の
延
長
上
で

は
駄
目
で
、
も
つ
と
熟
慮

・
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
も
挙
が
っ
て
い
る
。

生
浜
地
域
の
住
民
が
喜
ん
で
く
れ
る
活

動
方
針

・
活
動
案
を
、
今
時
流
行
し
て
い

る
虹
と
や
ら
が
、
起
案
し
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
か
？
　
困
っ
た
時
の
神
頼
み
な
ら
ぬ

人
（人
間
）
の
知
恵
を
越
え
た
人
工
知
能
に

縫
る
こ
と
と
し
よ
う
か
。
お
賽
銭
は
通
用

す
る
の
か
な
？
？
　

「他
人
頼
み
と
は
何

事
だ
――
」
と
の
天
か
ら
の
声
も
間
こ
え
そ

う
だ
。
困
っ
た
。
困
つ
た
。

（掛
）

軋‐嘔
“
嘔‐蝙‐〃鰊η多蜀颯

特に注意 しましょう

鍼咸靱鶉錢鉤鶉蝙勒傷‐勿拶

のどが潟いていな〈ても

謳眩錮ろ蒻劣鍼軋蠍骰勒‐馘蒻‐拶




